
Ⅳ　学校質問紙調査結果（学年主任回答）

１　教育活動全般に関する調査

１

２

１

２

１

２

１

２

１

学
年

当てはまる 当てはまらない

R6計 増減 全く

(1)研究授業を実施して
いる。

92.2 → 86.8 77.2 9.6 7.8 13.2 4.4

R7計 よく やや R6計 R7計 あまり

8.8

93.9 → 82.6 77.4 5.2 6.1 17.4 5.2 12.2

6.1 7.0

91.3 → 86.1 61.7 24.3 8.7

91.4 → 86.8 57.9 28.9

13.9 3.5 10.4

(3)教科等を越えて授業
を公開し、研修してい
る。

96.6 → 94.7 70.2 24.6 3.4

(2)教科内で授業を公開
し、研修している。

5.3

8.6 13.2

5.3 0.0

95.7 → 95.7 75.7 20.0 4.3 4.3 3.5 0.9

(4)家庭学習の状況につ
いて調査し、学習指導
に生かしている。

81.0 → 75.4 40.4 35.1 19.0 24.6 21.1 3.5

78.3 → 71.3 31.3 40.0 21.7 28.7 20.9 7.8

(5)生徒による授業評価
を実施し、指導の改善
に生かしている。

92.2 → 93.0 73.7 19.3 7.8 7.0 3.5 3.5

２

１

(5)生徒による授業評価
を実施し、指導の改善
に生かしている。 93.9 → 88.7 69.6 19.1 6.1 11.3 7.8 3.5

31.6 9.659.5 → 58.8 23.7 35.1(6)学習課題の質や量を
教科間で調整してい
る。

40.5 41.2

２

１

58.3 → 61.7 21.7 40.0 41.7 38.3 27.8 10.4

(7)各教科において、課
題を発見し、解決する
過程を通した「主体的
な学び」を全教員が実
践している。

93.1 → 92.1 43.0 49.1 6.9

(6)学習課題の質や量を
教科間で調整してい
る。

7.9 7.9 0.0

２

１

(7)各教科において、課
題を発見し、解決する
過程を通した「主体的
な学び」を全教員が実
践している。 93.9 → 88.7 46.1 42.6 6.1 11.3 10.4 0.9

(8)総合的な探究の時間
において、課題を発見
し、解決する過程を通
した「主体的な学び」
を全教員が実践してい
る。

95.5 → 95.1 56.9 38.2 4.5 4.9 4.9 0.0

２

(8)総合的な探究の時間
において、課題を発見
し、解決する過程を通
した「主体的な学び」
を全教員が実践してい
る。

97.3 → 89.7 58.9 30.8 2.7 10.3 8.4 1.9

１
(9)カリキュラム・マネ
ジメントに係る校内研
修を組織的、計画的に
実施している。

89.7 → 82.5 45.6 36.8 10.3 17.5 16.7 0.9

２

(9)カリキュラム・マネ
ジメントに係る校内研
修を組織的、計画的に
実施している。 87.8

→

75.7 40.9 34.8 12.2 24.3 20.0 4.3

１ 30.7 35.131.9 → 34.2 12.3 21.9(10)「高校生のための
ライフプランニング教
育プログラム」を活用
している。

68.1 65.8

２

１

２

20.9 → 24.3 9.6 14.8 79.1 75.7 35.7 40.0

(11)生徒の資質・能力
の育成の状況を見取る
ために、多様な評価方
法を取り入れている。

94.8 → 93.9 51.8 42.1 5.2

(10)「高校生のための
ライフプランニング教
育プログラム」を活用
している。

6.1 6.1 0.0

94.8 → 93.9 53.0 40.9 5.2 6.1 5.2 0.9

１

２

(12)生徒には学校が育
成を目指す資質・能力
が身に付いている。

82.8 → 81.6 14.0 67.5 17.2 18.4 18.4 0.0

82.6 → 81.7 16.5 65.2 17.4 18.3 17.4 0.9
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学年

１.生
徒自身
の個性
や適性
（向
き・不
向き）
を考え
させる
こと

２.学
ぶこと
や働く
ことの
意義や
目的を
考えさ
せるこ
と

３.将
来起こ
り得る
人生上
の諸リ
スクへ
の対応
を考え
させる
こと

４.進
学先や
就職先
に関す
る情報
を提供
するこ
と

５.社
会人・
職業人
として
のマ
ナーを
教える
こと

６.そ
の他

（年度）

(13)キャリア・カ
ウンセリングにお
いて、最も重要視
している観点は次
のうちどれです
か。

１(R7) 47.4

２(R7) 52.2 22.6 0.9 13.0 11.4 0.0

31.6 0.0 11.4 8.8 0.9

－　

２(R6) －　 －　 －　 －　 －　

１(R6) －　 －　 －　 －　 －　

全くR7計 よく やや R6計 R7計 あまり

－　

学
年

当てはまる 当てはまらない

R6計 増減

１
(14)ＳＨＲ等を利用し
て「朝の読書」を実施
するなど、生徒の読書
活動を促進する取組を
実施している。

56.9 → 54.4 36.8 17.5 43.1 45.6 26.3 19.3

２

(14)ＳＨＲ等を利用し
て「朝の読書」を実施
するなど、生徒の読書
活動を促進する取組を
実施している。 60.0 → 53.0 34.8 18.3 40.0 47.0 27.8 19.1

１ 23.7 8.871.6 → 67.5 25.4 42.1
(15)生徒の発達段階や
実態に応じて、本に親
しませる取組を実施し
ている。

28.4 32.5

２ 70.4 → 66.1 27.0 39.1 29.6 33.9 19.1 14.8

(15)生徒の発達段階や
実態に応じて、本に親
しませる取組を実施し
ている。

１
(16)読書感想文や小論
文等を書いたり、発表
したりするなど、本や
資料を活用し自らの考
えを深め表現する機会
を設けている。

73.3 → 64.9 30.7 34.2 26.7 35.1 28.9 6.1

２

(16)読書感想文や小論
文等を書いたり、発表
したりするなど、本や
資料を活用し自らの考
えを深め表現する機会
を設けている。

75.7 → 71.3 27.8 43.5 24.3 28.7 18.3 10.4

学
年

当てはまる 当てはまらない

R6計 増減 R7計 よく やや R6計 R7計 あまり 全く

１(17)図書館資料の適切
な廃棄・更新に努めて
いる。

83.6 → 80.7 50.0 30.7 16.4 19.3 14.0 5.3

２

(17)図書館資料の適切
な廃棄・更新に努めて
いる。 87.8 → 84.3 56.5 27.8 12.2 15.7 7.0 8.7
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２　デジタル機器の活用に関する調査

学
年

当てはまる 当てはまらない

R6計 あまり 全く増減 R7計 よく やや R6計 R7計

１
(18)デジタル機器を授
業における振り返り、
教材の配信などに活用
している。

94.8 → 91.2 75.4 15.8 5.2 8.8 8.8 0.0

２

(18)デジタル機器を授
業における振り返り、
教材の配信などに活用
している。 97.4 → 94.8 73.9 20.9 2.6 5.2 5.2 0.0

１(19)デジタル機器を授
業以外の連絡等に活用
している。

93.1 → 91.2 67.5 23.7 6.9 8.8 8.8 0.0

２

(19)デジタル機器を授
業以外の連絡等に活用
している。 93.9 → 92.2 71.3 20.9 6.1 7.8 6.1 1.7

１ 13.8 14.9 14.9 0.0
(20)デジタル機器を
ファイルの共同編集、
データや意見の共有な
ど、協働学習の場面で
活用している。

86.2 → 85.1 54.4 30.7

２ 84.3 → 86.1 54.8 31.3 15.7

(20)デジタル機器を
ファイルの共同編集、
データや意見の共有な
ど、協働学習の場面で
活用している。 13.9 13.0 0.9

３　各教科等の指導に関する調査

（１）総合的な探究の時間の指導に関する調査

学年

1.生徒が
実社会や
実生活と
の関わり
から探究
課題を設
定するよ
うに働き
かけてい
る。

2.生徒が
自己の在
り方生き
方との関
わりから
探究課題
を設定す
るように
働きかけ
ている。

3.生徒が
自己の興
味・関心
から探究
課題を設
定するよ
うに働き
かけてい
る。

4.生徒が
地域や学
校の特色
に応じて
探究課題
を設定す
るように
働きかけ
ている。

5.教員が
実社会や
実生活と
の関わり
からテー
マを設定
し、生徒
が探究課
題を設定
してい
る。

6.教員が
生徒に
とっての
自己の在
り方生き
方との関
わりから
テーマを
設定し、
生徒が探
究課題を
設定して
いる。

7.教員が
探究課題
を設定
し、生徒
が選択し
ている。

8.１～７
以外の方
法で探究
課題を設
定してい
る。

9.実施し
ていな
い。

（年度）

13.257.0 47.4 16.7 16.7 7.0 2.6１(R7) 57.0 47.4

２(R7) 58.3 36.5 60.0 50.4 15.7 7.8 10.4 0.0 8.7

１(R6) 55.2 37.9 53.4 53.4 24.1 17.2

(21)探究課題につ
いては、生徒が実
社会や実生活と自
己との関わりから
設定するように働
きかけている。

12.9 2.6 11.2

２(R6) 66.1 47.0 68.7 54.8 26.1 8.7 7.0 0.9 7.8

学年 複数の資料
やデータ等
を収集して
います。

収集した資
料やデータ
等を整理・
取捨選択し
ています。

整理した資
料やデータ
等を分析・
考察してい
ます。

先生に提供
された資料
やデータ等
を使用して
います。

実施してい
ない。

（年度）

(22)探究課題の解決に向け
て、複数の資料の収集や、
リサーチで得られたデータ
等の整理、分析をするよう
に促している。

１(R7) 70.2

１(R6) 70.7

57.0 52.6 22.8 14.0

２(R7) 75.7 60.9 56.5 20.0 8.7

51.7 51.7 22.4 12.9

２(R6) 81.7 70.4 63.5 16.5 7.8
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5.１～４に
当てはまる
ものはな
い。

6.実施して
いない。

（年度）

(23)生徒が他者の
考え方を参考にし
ながら探究課題の
解決に向けて取り
組むよう促してい
る。

１(R7) 72.8 51.8 51.8

学年
1.他の生徒
や教員の考
え方を参考
にするよう
助言してい
る。

2.生徒自身
の着眼点と
は異なる着
眼点を提
示・助言し
ている。

3.学校外の
人材の考え
方を参考に
するよう助
言してい
る。

4.書籍や先
行研究等の
考え方を参
考にするよ
う助言して
いる。

１(R6) 78.4 50.0 54.3

35.1 0.9 14.0

２(R7) 73.0 53.9 54.8 33.9 0.9 9.6

37.1 0.0 11.2

２(R6) 81.7 61.7 57.4 49.6 0.0 7.8

5.１～４に
当てはまる
ものはな
い。

6.実施して
いない。

（年度）

4.１～３以
外に、探究
の質を高め
るための計
画を立てて
いる。

(24)探究の質を高
めるために、探究
のサイクルを繰り
返すことができる
ような計画を立て
ている。

１(R7) 50.0 28.9 36.8

学年

1.生徒自身
がまとめた
解決策等か
ら更なる課
題を見いだ
す等、探究
のサイクル
を繰り返す
ことができ
るような指
導計画を立
てている。

2.予想通り
の結果が得
られないと
きは、課題
の設定等の
各過程に立
ち戻って、
探究のサイ
クルを繰り
返すことが
できるよう
な指導計画
を立ててい
る。

3.探究の各
過程におい
て、指導計
画通り学習
活動ができ
ているかを
確認するよ
うな評価計
画を立てて
いる。

１(R6) 50.9 35.3 39.7

7.9 5.3 14.0

２(R7) 60.0 33.9 40.9 5.2 2.6 9.6

5.2 6.0 10.3

２(R6) 61.7 42.6 51.3 6.1 3.5 7.8

(25)生徒が「各教科ならで
はの物事を捉える視点や考
え方（各教科における「見
方・考え方」）」を組み合
わせて働かせ、課題解決に
取り組み、その中で得られ
た学びを教科・科目の学習
に生かすことができるよう
に、組織的に計画・実施し
ている。

１(R7) 35.1 42.1 18.4 11.4

学年

学年会議や総
合的な探究の
時間の担当者
会議等で、生
徒が複数の教
科の「見方・
考え方」を組
み合わせて働
かせることが
できるよう
に、学習内容
を計画し、実
施している。

学年会議や総
合的な探究の
時間の担当者
会議等で、総
合的な探究の
時間の学びを
各教科・科目
の学習に生か
すことができ
るように、意
見交換・情報
共有等を行っ
ている。

学年会議や総
合的な探究の
時間の担当者
会議等で、生
徒が複数の教
科で学習した
「知識や内
容」を活用で
きるように、
各教科の学習
内容を共有し
ている。

学年会議や総
合的な探究の
時間の担当者
会議等で、生
徒が複数の教
科の「見方・
考え方」を組
み合わせて働
かせたり、学
習した「知識
や内容」を活
用したりでき
るような取組
を行っていな
い。

15.5

20.2

２(R7) 32.2 49.6 13.9 14.8 17.4

実施していな
い。

（年度）

15.5

２(R6) 40.0 52.2 22.6 9.6 14.8

１(R6) 35.3 50.9 21.6
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（２）外国語科の指導に関する調査

１

２

１

２

学
年

当てはまる 当てはまらない

R6計 増減 R7計 よく やや R6計 R7計 あまり 全く

(26)外国語科では、生
徒の学習到達度を把握
した上で、習熟の程度
に応じた指導を実施し
ている。

94.8 → 95.6 65.8 29.8 5.2 4.4 0.0 4.4

95.7 → 95.7 73.0 22.6 4.3 4.3 1.7 2.6

(27)外国語科では、中
学校で学習したことを
把握した上で、指導を
行っている。

97.4 → 98.2 71.1 27.2 2.6 1.8 1.8 0.0

98.3 → 98.3 70.4 27.8 1.7 1.7 1.7 0.0

１

２

→ 55.3 8.8 46.5 36.2 44.7 37.7

4.3

(28)外国語科では、ふ
だんから主に英語で授
業を展開している。

7.0

60.0 → 60.9 11.3 49.6 40.0 39.1 34.8

63.8

１

２ 2.6 1.7 0.9

(29)外国語科では、学
習した文法事項や表現
を用いて日常生活に関
わる内容を理解したり
表現したりする活動を
取り入れている。

97.4 → 93.0 41.2 51.8 2.6 7.0 6.1 0.9

96.5 → 97.4 51.3 46.1 3.5

１ 3.587.9 → 78.9 29.8 49.1 12.1

(30)外国語科では、読
んだ内容について自分
の考えを英語で書いた
り、自分の考えを書い
た英語を基に意見交換
したりするなど、「聞
くこと」、「読むこ
と」、「話すこと」と
有機的に関連付けて
「書くこと」を行わせ
る活動を取り入れてい
る。

21.1 17.5

２ 85.2 → 80.0 33.9 46.1 14.8 20.0 3.5

(30)外国語科では、読
んだ内容について自分
の考えを英語で書いた
り、自分の考えを書い
た英語を基に意見交換
したりするなど、「聞
くこと」、「読むこ
と」、「話すこと」と
有機的に関連付けて
「書くこと」を行わせ
る活動を取り入れてい
る。

16.5

１(31)外国語科では、デ
ジタル機器を活用した
授業を行っている。

96.6 → 99.1 68.4 30.7 3.4 0.9 0.90.0

２

(31)外国語科では、デ
ジタル機器を活用した
授業を行っている。 97.4 → 99.1 71.3 27.8 2.6 0.9 0.0 0.9

１
(32)外国語科では、
ディベートやディス
カッションを取り入れ
た授業を行っている。

43.1 → 40.4 16.7 23.7 56.9 59.6 39.5 20.2

２

(32)外国語科では、
ディベートやディス
カッションを取り入れ
た授業を行っている。 39.1 → 37.4 15.7 21.7 60.9 62.6 39.1 23.5

１ 8.6 4.4 4.4 0.0
(33)外国語科では、パ
フォーマンステストを
実施した上で、その結
果を分析し授業改善に
生かしている。

91.4 → 95.6 50.0 45.6

２ 0.092.2 → 96.5 60.0 36.5 7.8

(33)外国語科では、パ
フォーマンステストを
実施した上で、その結
果を分析し授業改善に
生かしている。 3.5 3.5

※(13)は今年度からの新規項目

39


